
















      要約:平成 2 年度に厚生省か調査した乳幼児の身体発育値をもとに幼児期の身長に

対応する平均体重を求めた。これらを用いて体重の身長への回帰を二次回帰式として表わ

すと男児では y=1.83X10-3x2－0.071x+4.43、女児では y=2.34X10-3x2－0.157x＋7.71(y:

標準体重(kg)、x:実測身長(cm))である。この二次相関式を幼児期の身長に対応した標準

体重を表わす標準身長体重曲線とし、これに肥満度＋30%、＋20%、＋15%、-15%と-20%の

曲線を加えたチャートを肥満度判定用に作成した。また身長と体重から肥満度を参照する

ことができる肥満度早見表を作った。これらの資料を用いれぱ視覚的に容易に肥満度を判

定することかできる。


